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［具体的データ］

表１ 株元加温導入による経営試算

（千円/10a）

項目 慣行 株元加温

収量(kg/10a) 16,600 16,600

粗収益 5,345 5,345

減価償却費 830 929

光熱費 504 309

その他 2,606 2,606

経営費合計 3,940 3,844

所得 1,405 1,501

注）温度センサは、保温シート内の電熱線とナス茎表面の間に設置。

表２ ハウス暖房温度の違いと株元加温による収量及び光熱関係消費量（平成20年）

商品果収量
量費消係関熱光区験試

10～11月 12～6月

暖房温度 株元加温 重量 重量 電力消費量 燃料消費量
(kg/㎡) (kg/㎡) (kwh/10a) (L/10a)

8℃ 有（18～24h） 3.7 13.4 (102) 1,254( 27) 2,835( 45)

8℃ 有（終日） 3.5 13.7 (105) 4,644(100) 2,835( 45)

10℃ 無（対照） 3.5 13.1 (100) － 6,300(100)

注）1．穂木に「筑陽」、台木に「トナシム」を供試し、2008年9月5日に定植した。
2. 燃料消費量は、（独）野菜茶研の温室暖房燃料消費量試算ツールで福岡県、PO二重被覆の条件での試算値。

表３ 株元加温装置の構成資材、規格、数量

)a01/(量数格規名材資

制御装置本体 1台で1kW（電熱線2本）まで加温温度及び時間を制御可能 4台

専用電熱線 三相200V、消費電力：500W、長さ：120m 8本

保温シート アルミ蒸着＋不織布で構成されたシート 800枚

台1材機用束結の製社Mーナプーテ

注） 10a当たりの株数を800株で試算。

［その他］
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設置手順① 設置手順②

①電熱線を主枝分枝部直下の
側枝に掛け、テープナーで固
定する。

②保温シートで、茎と電熱線
を包み込み、テープナーで上
下２ヶ所を固定する。
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図１ 開発した電熱線方式の株元加温装置の設置方法
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